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ミカタとは、市民の見方、くらしの味方という意味を表しています
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国
際
都
市
・
京
都
と
し
て
、誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生

社
会「
多
様
な
価
値
観
と
文
化
」

を
尊
重
し
合
う
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
し「
外
国
人
と
の
共

生
」に
つ
い
て
政
策
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

京
都
市
へ
の
主
な
提
言
は
①

日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
の
充

実
。②
日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
、情
報
提
供
体
制

の
充
実
。③
外
国
人
の
相
談
体

制
の
整
備
・
充
実
。多
文
化
共
生

推
進
体
制
の
整
備
、な
ど
。

　

互
い
の
多
様
性
を
大
切
に
し

あ
い
、互
い
の
尊
厳
を
共
に
守
り

抜
く「
多
文
化
共
生
社
会
」の
実

現
に
む
け
た
施
策
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　京都市では、市民と外国籍住民がいつでも立ち
寄れいつでも帰って来られる場として施設を広く
開放し、情報提供・相談、ことばのサポート、他団体
との連携等、多彩な取り組みを行う拠点として「京
都市国際交流会館」（京都市左京区粟田口鳥居
町）（運営：公益財団法人京都市国際交流協会）を
設置しています。

京都市国際交流会館（kokoka）

川口市芝園団地視察

横浜市多文化共生総合相談センター視察

社
会
の
実
現
へ
！

社
会
の
実
現
へ
！

多
文
化
共
生



就
職
氷
河
期
世
代
に

対
す
る
就
労
支
援
に
つ
い
て

　

望
ま
な
い
非
正
規
雇
用
者

が
京
都
市
内
で
5
0
0
0
人

と
の
調
査
も
あ
り
、し
っ
か
り

と
国
の
メ
ニ
ュ
ー
を
十
分
に
吟

味
す
る
と
共
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
す
る
な
ど
当
事
者
に
情
報

が
伝
わ
る
工
夫
を
凝
ら
し
、就

職
氷
河
期
世
代
の
支
援
に
取

り
組
む
べ
き
と
要
望
し
ま
し

た
。こ
れ
に
対
し
門
川
市
長
は

わ
か
も
の
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
内
に
、専
門
相
談
窓
口
を

新
た
に
開
設
し
、一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
地
域
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
支
援
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、京
都
労
働
局
や

京
都
府
、経
済
団
体
等
が
参

画
す
る「
京
都
労
働
経
済
活

力
会
議
」に
お
い
て
就
職
氷
河

期
世
代
対
策
を
新
た
な
議
題

と
し
て
と
り
あ
げ
オ
ー
ル
京

都
で
支
援
に
取
り
組
む
と
意

欲
を
見
せ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
お
け
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
公
認

制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

世
界
文
化
自
由
都
市
宣
言

を
都
市
の
理
念
に
掲
げ
る
京

都
市
と
し
て
他
都
市
の
事
例

を
参
考
と
し
つ
つ
も
京
都
市

な
ら
で
は
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
公
認
制
度
を
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
創
設
を

と
提
案
。市
長
は
指
定
都
市

市
長
会
と
し
て
国
に
対
し「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」を
含

め
た
性
的
少
数
者
へ
の
取
組

の
強
化
方
針
を
示
す
事
を
要

請
し
て
お
り
、京
都
市
と
し
て

も「
人
権
文
化
推
進
計
画
」の

見
直
し
に
あ
た
り
、専
門
意

見
聴
取
会
を
設
置
し
、検
討

し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

2020年2月（2）公明党京都市会議員団ニュース

京都市わかもの就職支援センター

●産業連関表を活用した施策について
●就職氷河期世代に対する就労支援について
●ＬＧＢＴにおけるパートナーシップ
　公認制度の創設について
●歯科医療について
●区役所窓口サービスの向上及び
　マイナンバーカードの普及促進について

湯浅光彦議員のおもな質問項目

大
道 

義
知 

議
員 ﹇
南
区
﹈

よ
し  

と
も

だ
い  

ど
う

か
わ
し
ま 

優
子 

議
員 ﹇
伏
見
区
﹈

ゆ
う  

こ

湯
浅 

光
彦 

議
員 ﹇
右
京
区
﹈

ゆ
　 

あ
さ

み
つ  

ひ
こ

断
ら
な
い
相
談
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て

　

ひ
き
こ
も
り
等
の
多
様
化

す
る
困
り
ご
と
へ
の
支
援
と

し
て
、ど
ん
な
相
談
も
受
け

て
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
窓

口
を
、市
民
に
一
番
身
近
な
区

役
所
に
設
置
し
、「
つ
な
ぐ
シ

ー
ト
」等
を
活
用
し
、各
課
が

連
携
し
て
横
断
的
に
相
談
に

応
じ
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ

き
と
訴
え
ま
し
た
。こ
れ
に
対

し
て
、ひ
き
こ
も
り
の
問
題
を

中
心
に
、市
社
会
福
祉
審
議

会
に
専
門
分
科
会
を
設
置
し

て
議
論
す
る
と
し
、そ
の
結
果

も
踏
ま
え
、分
野
横
断
的
な

支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
の
振
興
に
つ
い
て

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の

自
立
や
、社
会
参
加
を
目
的

と
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
。多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
の
協
力
の
下
、障
が

い
の
あ
る
方
と
な
い
方
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
共
に
成
長

し
、お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、周
知
を
広
げ
る
な

ど
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問
。市
長
は
、ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
理
念
や

活
動
を
広
く
市
民
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、周

知
・
広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
て
、障
が

い
の
あ
る
方
と
な
い
方
が
混

合
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
プ
レ

ー
す
る
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
に
も
努
め
て
い

く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

　

動
物
愛
護
管
理
法
改
正
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、多
頭
飼
育

問
題
・
ノ
ラ
猫
や
野
犬
対
策
・

動
物
虐
待
等
の
課
題
に
対
応

し
た
取
り
組
み
の
必
要
性
と
、

制
定
後
5
年
を
経
過
す
る
マ

ナ
ー
条
例
の
検
証
と
見
直
し

を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
多
頭
飼
育
等
の
新

た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
条
例
の
見
直
し

を
検
討
す
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。

夜
間
中
学
に
つ
い
て

　

不
登
校
が
原
因
の
学
び
直

し
や
、日
本
で
働
く
外
国
籍
の

方
の
日
本
語
教
育
な
ど
、教
育

機
会
の
場
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
府
内
唯
一
の「
夜
間

中
学
」の
入
学
要
件
の
緩
和
等
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」と
の

S
D
G
s
の
理
念
を
踏
ま
え

た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
求

め
ま
し
た
。市
長
は
府
市
協

調
に
よ
り
前
向
き
に
検
討
を

し
た
結
果
、令
和
2
年
度
入

学
者
よ
り
京
都
市
内
に
勤
務

す
る
方
も
入
学
が
可
能
に
し

て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

京
都
駅
東
南
部
エ
リ
ア

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

文
化
庁
の
京
都
移
転
と
京

都
市
立
芸
大
の
移
転
に
併
せ
、

文
化
を
基
軸
と
し
た「
若
者

と
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進

め
る
京
都
駅
東
南
部
エ
リ
ア

に
つ
い
て
、こ
の
地
域
を
核
と

し
て
展
開
さ
れ
る
芸
術
戦
略

（
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）を

含
め
た
地
元
地
域
住
民
も
参

画
す
る
協
働
組
織
の
創
設
を

訴
え
ま
し
た
。市
長
は
地
域
の

意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、文
化
芸

術
関
係
者
や
地
域
住
民
・
団

体
等
で
構
成
す
る
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
を
立
ち
上

げ
る
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

●動物愛護について
●夜間中学について
●学校給食費の
　公会計化について
●京都駅東南部エリアの
　まちづくりについて

大道義知議員のおもな質問項目

●困りごとへの支援について
●障がい者スポーツの振興について
●伏見区内の環境学習施設の連携と
　今後の取り組みについて
●伏見区における観光振興について
●災害時のマイ・タイムラインについて

かわしま優子議員のおもな質問項目

スペシャルオリンピックス・
フロアホッケープログラム

夜間部を併設する京都市立洛友中学校

京都市会本会議の代表質問で公明党
京都市会議員団は市民生活の向上の
ため、京都市政について質問と提言を
行いました。令和元年度9月議会では
湯浅光彦議員（右京区）、大道義知議員
（南区）、かわしま優子議員（伏見区）
が、令和元年度11月議会では𠮷田孝
雄議員（伏見区）、国本友利議員（左京
区）が質問に立ちました。

代
表
質
問

代
表
質
問

市民生活の向上へ
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観
光
政
策
に
つ
い
て

　

京
都
市
へ
の
外
国
人
観
光

客
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

傾
向
の
中
、観
光
消
費
額
は

1
兆
3
0
8
2
億
円
と
過
去

最
高
を
達
成
し
、今
後
も
期

待
で
き
る
と
言
及
し
た
上
で
、

市
民
生
活
に
影
響
の
あ
る
観

光
客
に
よ
る
混
雑
対
策
や
マ

ナ
ー
違
反
、宿
泊
施
設
急
増

な
ど
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。門
川
市
長

は
市
民
生
活
を
最
重
要
視
し

た
上
で
、混
雑
対
策
や
観
光

客
の
マ
ナ
ー
違
反
、宿
泊
施

設
の
急
増
に
伴
う
課
題
へ
の

対
策
に
つ
い
て
50
の
事
業
を

全
力
で
取
り
組
み
、観
光
課

題
解
決
の
先
進
都
市
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
と

答
弁
し
ま
し
た
。

防
災
教
育
に
つ
い
て

　

近
年
、大
規
模
地
震
や
大

雨
、台
風
に
よ
る
風
水
害
が

全
国
的
に
多
発
す
る
中
、子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
防
災
教

育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

指
摘
し
た
上
で
、現
在
、左
京

区
の
養
徳
小
学
校
な
ど
で
先

進
的
に
行
わ
れ
て
い
る
セ
ー

フ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
や
学

校
安
全
総
合
支
援
事
業
な
ど

の
防
災
教
育
を
全
小
中
学
校

へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

提
言
し
ま
し
た
。教
育
長
は

近
年
、自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
、子
ど
も
た
ち
が
災
害

の
際
、自
分
で
考
え
行
動
す

る
力
を
養
う
事
は
極
め
て
大

切
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、

セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
事
業
な
ど

の
防
災
教
育
に
つ
い
て
モ
デ

ル
校
を
拠
点
と
し
て
、全
市

展
開
を
図
る
と
答
え
ま
し
た
。

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も

の
学
習
支
援
に
つ
い
て

　

𠮷
田
孝
雄
議
員
は
、真
の

「
共
生
社
会
」に
向
け
た
価
値

を
創
造
す
る
政
策
を
推
進
す

る
と
の
決
意
を
込
め
、生
活

困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
の
充
実
を
訴
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
育
成

と
拡
大
、学
校
や
福
祉
施
策

の
現
場
と
の
連
携
強
化
を
求

め
ま
し
た
。市
長
は
、地
域
や

団
体
と
の
連
携
を
深
め「
気

づ
き
」「
つ
な
ぎ
」を
機
能
強
化

す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者

の
移
動
支
援
に
つ
い
て

　

桃
山
地
域
の
高
齢
者
が
駅

ま
で
歩
く
時
間
が
倍
増
し
困

っ
て
い
る
点
を
取
り
上
げ
、現

在
運
行
し
て
い
る
バ
ス
の
経
路

変
更
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
が
介
護
施
設
の
送
迎

車
両
に
乗
っ
て
買
い
物
や
医

療
機
関
な
ど
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
移
動
支
援
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
。副
市
長
は
来

年
度
策
定
の「
第
８
次
長
寿

す
こ
や
か
プ
ラ
ン
」に
導
入
を

検
討
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
社
会
に

向
け
た
日
本
語
教
育
に

つ
い
て

　

横
浜
市
な
ど
他
都
市
調
査

や
識
者
と
の
意
見
交
換
を
受

け
、多
文
化
共
生
施
策
の
第
一

歩
と
し
て
外
国
人
へ
の
日
本

語
教
育
の
重
要
性
を
指
摘
。

地
域
に
根
付
い
た
日
本
語
教

室
運
営
へ
の
支
援
と
、担
い
手

の
育
成
を
拡
充
す
べ
き
と
論

じ
、副
市
長
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
充

実
を
確
約
し
ま
し
た
。

●観光政策について
●建設土木事業者の
　担い手確保について
●防災教育について

国本友利議員の
おもな質問項目

●門川市政3期12年の総括と
　今後の展望について
●生活困窮家庭の子どもの学習支援に
　ついて
●高齢者など交通弱者の移動支援について
●多文化共生社会に向けた日本語教育に
　ついて

𠮷田孝雄議員のおもな質問項目

ユースシンポジウム2019
（10月下京区にて開催）

実践的避難訓練の様子

京都市トピックス！！

　京都市は、公営で初めて女性運転手が生まれたまち。

　今、市バスの運転手が不足している中で、女性運転手の活躍

を推進するため、ハード・ソフトの両面から働きやすい職場環境

の整備が進められています。

　今年度には、女性の採用説明会が行われるなど、女性活躍に

向けて充実が図られています。

市バス事業における
運転士の女性活躍を推進

　南部クリーンセンター（伏見区）内に環境学習施設「さすてな京

都」がオープンしました。ゴミ処理施設そのものを活用し、焼却炉

やゴミ発電、バイオガス化施設などを生きた教材として、世界最先

端の環境技術が学べる施設です。

　展望台からは、京都の街が展望でき、タブレット端末を使って、

京都の自然や歴史・文化を学べます。

　子どもから大人まで興味や好奇心を持って楽しめる「さすてな

京都」。ぜひ、学習にいってみてください。

環境学習施設「さすてな京都」がオープン1 2
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みなさまの「ご意見」・「ご要望」などを
公明党京都市会議員団にお寄せください

公明党京都市会議員団ニュース

TEL:075(661)3755   FAX:075(661)5855
TEL : 075(222)3732
FAX : 075(212)3608

公明党京都市会 検索ホームページ：

京都いつでもコール
市政情報総合案内コールセンター 午前８時～午後９時（年中無休）

電子メール（以下のホームページから）

み な こ こ ごようは こ こ

パソコン http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/
 page/0000012821.html
携帯電話 http://www.city.kyoto.jp/koho/m/cc/

市の手続きや制度、イベント、施設に
関する問合せにお答えする窓口です。

左記の二次元コードから
携帯電話でアクセスでき
ます（一部機種除く）

電子メール： komei@lime.ocn.ne.jp

公明党京都市会議員団の顔ぶれ
①期数　②委員会

①1期　
②総務消防委員会

北区

兵藤  しんいち
ひょう  どう

TEL ： 075-231-7407

①3期
②まちづくり委員会

左京区

国本  友利
とも  としくに   もと

TEL ： 080-９８０４-７８０２

①1期
②教育福祉委員会

山科区

松田  けい子
こまつ　だ

TEL ： 075-582-5200

①3期
②産業交通水道委員会

中京区

青野  仁志
ひと　 しあお　の

TEL ： 090-8369-9953

①5期
②文化環境委員会

右京区

湯浅  光彦
みつ   ひこゆ　 あさ

TEL ： 075-873-2501

①8期
②教育福祉委員会

南区

大道  義知
よし  ともだい  どう

TEL ： 075-921‐3172

①4期
②産業交通水道委員会

西京区

平山  よしかず
ひら  やま

TEL ： 075-393-8806

①4期
②文化環境委員会

伏見区

𠮷田  孝雄
たか　 およし　 だ

TEL ： 080-9804-7801

①5期
②総務消防委員会

伏見区

曽我  修
おさむそ　 が

TEL ： 090-8934-4643

①2期
②まちづくり委員会

伏見区

かわしま  優子
ゆう　こ

TEL ： 075-634-7178

　公明党京都市会議員団は令和元年11月29日、「令和2
年度京都市予算に対する要望」を門川大作市長へ提出し
ました。
　市民の生命を守るとの強い決意から、災害時のマイ・
タイムライン（私の災害時対応）強化、液体ミルクの災害
備蓄などをはじめ防災・減災対策の強化や、認知症対策
の充実、妊娠期から出産・子育ての切れ目無い支援、児童
虐待防止強化、就職氷河期世代への支援、高齢者の居宅
確保など、公明党のネットワークで国・府と連携して進め
ている福祉施策の更なる充実を求めました。更にマイナ
ンバーカード・交通ICカードの活用による行政サービス
向上も要望しました。京都市の厳しい財政状況に鑑み、
思い切った市事業のスクラップアンドビルドに踏み込む
べきとも提言しています。
　門川市長から「小さな声を聴く力によってまとめられた
大切な要望。予算へ最大限生かしていく」と回答をいただ
きました。
　議員団一丸となって要望実現へ取り組んでまいります。

防災・減災対策強化、一人に寄り添う福祉の充実防災・減災対策強化、一人に寄り添う福祉の充実
予算要望を提出予算要望を提出


